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はじめに 
 

自然科学、社会科学、人文科学の重要なジャーナルを学際的に収録する Web of 
Science は、新しい学術情報プラットフォーム ISI Web of Knowledge により、さらに使い

やすくなりました。このテキストは新機能を備えた Web of Science の検索機能を一通り

ご案内いたします。質問などございましたら、最終ページの連絡先にご連絡ください。   
 

ISI は、自然科学から人文社会科学までの各分野のトップジャーナルを選定し、Cover 

to Cover で索引化しています。Article はもとより、letter, correction, addition, excerpt, 

editorial , review などジャーナルに掲載されている全ての重要な情報を検索することが

できます。それぞれのレコードには、タイトル,  著者名, キーワード, 抄録などの書誌事

項に加えて引用文献が含まれています。 
 

Web of Science は書誌データベースですが、20 社以上の出版社の 5300 タイトルを超

える電子ジャーナルにもフルテキストリンクしています。* 
*電子ジャーナルへのリンクは各出版社との契約が前提になります。  

 

Web of Science は３つのデータベースからなり、個別あるいは組み合わせて検索できます。 

 Covered 
Journals 

New Records 
Weekly 

New Cited 
References Weekly 

    
Science Citation Index Expanded 6,034 18,800 431,000 
    
Social Sciences Citation Index 1,764 2,600 59,100 
    
Arts & Humanities Citation Index 1,121 2,100 15,900 
 

引用索引の特性 
 

ISI は論文の引用文献を、主題を表現する用語(Subject Index Term)として索引付けし

ています。従来の索引は主題の専門家がシソーラスなどを使い論文の分類、索引付け

をしているのに対し、ISI は著者が付けた引用文献を索引として使う為、専門用語に左

右されない、分野を超えた、あるいは時を超えた論文間のリンクが張り巡らされます。 

著者自身によって施された論文間のリンク（＝引用文献情報）を足がかりに、必要な情

報を短時間で検索できます。引用文献検索では既存の情報を基に、新しい情報を見出

すユニークな検索が可能です。 

ISI の引用文献情報を用いれば、たとえば誰が貴方の研究を引用しているか､貴方の

研究が新しい研究にどんな影響をもたらしているか、先行研究をもとにどういった研究

が進行し、新たな方向性が現れつつあるかを調べられます。また、同じ研究をする研

究者の著作をたどったり、国内外に関わらず競合の研究者が参考にする情報源をつき

とめたり、その用途は様々です。 

（１）Web of Science の概要 
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ジャーナルの選定プロセス 
 

Web of Science に収録されるジャーナルの選定プロセスについて: 
 
 
 
 
 
 

 +   
 

 
重要でかつ影響力のある ジャーナルの選定 

 

*ブラッドフォードの法則とは、科学における重要な成果の大半は比較的少数のジャーナルによりカバー

されている。という法則。 

 

Web of Science で広がる文献調査 
 

 

文献（F） 

従来の文献データベースは、ある

研究テーマに関して書かれた興味

深い文献（A）を検索できます。この

（A）を元にして、この研究において

参考にされた先行研究である文献

（B）や（C）も探すことができます。 
 

また注目した文献（A）を引用して書

かれた文献（D）や（E）を探すことが

できますので、この研究がその後ど

のように発展しているかを調べるこ

とが可能です。 
 

さらに、興味ある文献（A）の先行研

究である文献（B）や（C）を引用して

書かれた他の文献（F）を探すことが

できますので、文献（A）と同じ研究

テーマを扱っている文献も見つけ出

すことができます。 

編 集 部 
(収録分野、情報科学の専門スタッフ) 

ジャーナルの

統計資料 

利用者からの 

ジャーナル推薦
d i

市場調査 

興味深い文献 (A) 

文献（B） 

文献（D） 文献（E）  

文献（C） 

基本的なジャーナルの評価基準 

• オリジナルな研究 

• 編集方針 

• 国際性のあるジャーナル 

引用分析によるジャーナルの評価基準 

• JCR 

• 引用著者データ 

• ブラッドフォードの法則* 

（１）Web of Science の概要
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オリジナル論文 
 

 

（１）Web of Science の概要 
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Full Record（詳細表示） 
 

 

著者名は姓と 5 文字

までの名前のイニシャ

ルで表記されます。全

著者が収録されてお

り、検索可能です。 
 

Author Keywords は著者が

付与したキーワードです。 

別刷請求先の著者所属機関

が最初に表記されます。その

後に他の研究機関が続きま

す。  

Abstracts（抄録）は著者抄録

が提供されていれば収録さ

れます。  

KeyWords Plus® は引用文献

のタイトルに由来します。 
 

注）Abstracts および Keyword 

が無いレコードもあります。 

（１）Web of Science の概要
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Cited References 引用文献リスト 

 

（１）Web of Science の概要 
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Cited References 引用文献の表示項目と検索 
 

 Cited Journal Article 
 

Cited Author 第一著者の姓 (15 文字まで) スペース 3 文字までのイニシャル 
  

Cited Work 20 文字以内に省略された著作物のタイトル。ISI 収録誌であれば、検索画面のリストで省

略形を確認できる。 収録対象外の著作物でも被引用数は検索できる。 
  

Cited Year 出版年。4桁で入力。 
 

Volume ボリューム番号。4 文字まで収録。（表示のみ） 
 

Page 開始ページ番号。5文字まで収録。（表示のみ） 

 

 Cited Book 
  

Cited Author 第一著者の姓 (15 文字まで) スペース 3 文字までのイニシャル。複数の著者は OR を使

います。 
 

Cited Work 20 文字以内に省略された著作物のタイトル。引用された書籍は特にバリエーションがたく

さん出てくる可能性があるので(e.g. cited pages, editions, translations, reprints)トランケー

ションの利用をお勧めします。 
 

Cited Year 出版年。4桁で入力。 
  

 

 Cited Patent 
  

Cited Author 特許出願人 (人物あるいは機関) 
 

Cited Work 特許番号。国コーﾄﾞは入力しないでください。(国コードは表示されますが検索はできませ

ん。) 
 

Cited Year 出版年。4桁で入力。 

 

 Cited Corporate Author 
 

Cited Author IBM や NEC といった機関名の通称か機関名を入力。これらの名前は lookup 画面 

でアスタリスクに続いて表示されます。検索時にアスタリスクをつけて入力する必要はあり

ません。 
 

Cited Work 報告された著作物名。 
 

Cited Year 出版年。4桁で入力。（引用者が引用した通り） 

 

 Cited Government Report 
  

Cited Author 著者名、機関名通称または機関名を入力。これらは lookup 画面でアスタリスクに続いて

表示されます。検索時にアスタリスクをつけて入力する必要はありません。 
  

Cited Work レポート番号。機関名通称になっていることがある。 
  

Cited Year 出版年。4桁で入力。 

 

（１）Web of Science の概要
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ISI Web of Knowledge ホームページ 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

検索終了時には他

のユーザのために

Log out ボタンを必

ずクリックして下さ

い。 

Web of Science にアクセスするには； 

• ISI  Web of Science  の 

ハイパーリンクをクリックする。 

• またはプルダウン・メニューで 

ISI Web of Science を選ぶ。 

CrossSearch を利用すると

ISI Web of Knowledge 上で

利用可能な製品を横断検

索できます。 

（２）ISI Web of Knowledge と Web of Science ホームページ 
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Web of Science ホームページ 
 

 

 
 
 
 

検索対象の分野と期間の選択 
 

検索対象期間には 3 つのオプションがあります: 
 

• チェックボックスをクリックして最新の 1，2 または 

4 週間のデータを選択します。 
 

• 1 年単位で指定したいときは、チェックボックスを 

クリックしてプルダウンメニュから選びます。 
 

• 何年かにわたって指定したいときは、はじめと 

終わりの年をプルダウンメニュから選びます。 
 

• デフォルトで契約している全年代が選択されます。 

デフォルトでは全てのデータベー

スが選択されます。 

Full Search を選んで下

さい。 

Notices には ISI 社から

のお知らせがあります。

Web of Science は毎週更新されます。 

検索方法を選択します。 

（２）ISI Web of Knowledge と Web of Science ホームページ
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General Search  
トピック、著者、ジャーナル、アドレスからの検索 

検索対象となるフィールドと検索可能な期間は以下の通りです。: 
  

検索対象フィールド SCIE SSCI AHCI 
Source title words  All Years All Years All Years 
Author keywords 1991 → 1991 → 1991 → 
KeyWords Plus  1991 → 1991 → 1991 → 
Author abstracts 1991 → 1992 → 2000 → 

 

例えば「1990 年代に発生したエルニーニョ現象がプランクトンに与えた影響」について

検索する場合は、Topic 項目に下記のように入力します。 
 

(el nino or elnino or enso) and (plankton* or 
phytoplankton*) and 199* 
 
 

 

 
 

 

 

タイトルに含まれている言葉

に限定して検索する場合は、 

Title only をチェックします。 

言語あるいは文献のタイプを指定す

ることができます。 

検索語を入力し

たら Search をク

リックします。 

ナビゲーションボタンはいつも Web of 
Science の画面上に表示されます。 

（３）General Search  



Web of Science 6.1 Seminar 13

トランケーション 
 

トランケーションはいろいろな方法で利用できます。語幹に続けてトランケーションを用

いると単数形・複数形や語尾変化をまとめて検索できます。＊（アスタリスク）は 0 また

は 1 文字以上の語尾変化を、？（クエスチョンマーク）は 1 文字の語尾変化を表します。 

中間任意一致も可能で、アメリカ英語とイギリス英語のつづりの違いなどを検索できま

す。少なくとも 3 文字の語幹に続けてトランケーションを行ってください。 
 

? = 語尾変化１字 

$ = 語尾変化が０または 1 文字 

* = 語尾変化無制限 

前方一致トランケーション ワイルドカード 
Diseas* Disease 

Diseases 
Diseased 
 

Lap*roscop* Laparoscopic 
Laproscopic 
Laparoscopy 

Gene* Gene 
Genes  
General  
Generation  
 

Dosto?evsk* Dostoyevsky 
Dostoievsky 
Dostoievski 
Dostoyevskii 

Cell$ Cell 
Cells 
Cello 

Behavio$r* Behavior 
Behaviour 
Behavioral 

 

 論理演算子 
   

  

 

   
 

 

入力した検索語すべてを含むレコードを検索。異なった概念を 

同時に含むレコーﾄﾞを検索するときに使用。 
 

aspartame（人口甘味料の一種）と cancer の両方の概念を含むレコードを

検索 
TOPIC: aspartame AND cancer* 
 
入力した検索語のどれか、または全部含んでいるレコードを検索。 

同義の概念を幅広く検索したいときに用いる。 
 

aspartame, saccharine, sweetener のいずれかを含むレコードを検索 
TOPIC: aspartame OR saccharine OR sweetener*  
 

特定の概念を除いたレコードを検索。 

 

AIDS という言葉をもつ文献から Hearing aids（補聴器）を除く検索 
TOPIC: aids NOT hearing 
 

 

（３）General Search 
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近接演算子 
フレーズを入力すると、語順どおりの検索語を含むレコードを検索します。
 
Topic:    biocontrol agent 

フレーズ

検索 

Title: 
RESIDUAL EFFICACY OF TYPHULA PHACORRHIZA AS A BIOCONTROL 
AGENT OF GREY SNOW MOLD ON CREEPING BENTGRASS 

 
入力した語が同一センテンス内にあるレコードを検索します。 (センテンス

とはピリオドで区切られた単位を表す)語順は問いません。 
Topic:      carbon dioxide* same emission* 
 
Address:   (bp or british petr) same los angeles 

Same 
 

Title: 
REDUCING CARBON DIOXIDE EMISSIONS WITH ENHANCED OIL RECOVERY 
PROJECT: A LIFE CYCLE ASSESSMENT APPROACH 
  
（Carbon dioxide*と emission* が同じセンテンス内に存在します。） 
 
Address: 
BP HLTH SAFETY & ENVIRON, LOS ANGELES, CA 90071 USA 
（BP と Los Angeles が同一住所内に存在します。） 

 

演算子の優先順位 
 

(        ) 
SAME  
NOT 
AND 
OR 

 

複数の論理演算子や近接演算子を使用する場合は、括弧を用いて優先順位を有効に

して下さい。単一の検索コマンドで、最大 15 個まで演算子を使用することができます。 

例:  
 TOPIC: meteorite AND (mars OR martian) 

 
Meteorite（隕石；流星体）と括弧内のMars（火星）もしくは Martian （火星人）あるいはそ

の両方を含むレコードの検索。 
 

TOPIC:  mammal* SAME (smell* OR odor* OR olfact*) 
 
Mammal*（哺乳類）と括弧内の「におい」の類義語 smell* , odor* olfact*のいずれか

が同一センテンス内に存在するレコードの検索。 

優先 

（３）General Search  



Web of Science 6.1 Seminar 15

 Summary & Sort 検索結果のサマリーとソート 
 

 

検索結果の数が表示さ

れます。最大 500 件まで

表示できます。 

検索結果のソート機能： 
Latest date（最新順） 

Relevance（検索語の頻出度順） 

（検索結果が 500 件まで並びかえできます。） 
 

Times Cited（被引用回数順） 

First author（第一著者アルファベット順） 

Source Title（ジャーナル名アルファベット順） 

（検索結果が 300 件まで並べ替えできます。） 
 

Full Record（詳細表示）

を見るときはタイトルを

クリックします。 

（３）General Search 
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Full Record 詳細表示とフルテキストリンク 
 
 

 
 

電子ジャーナルのフルテキスト

など ISI Web of Knowledge 以

外のリソースにリンクがある場

合は表示されます。  

Times Cited をクリックすると当

該論文を引用している文献のリ

ストを参照できます。数字は、被

引用回数を示します。 

Cited References をクリックすると

引用文献リストを参照できます。数

字は引用文献数を示します。 

他の ISI Web of Knowledge 製品を 

契約し、その製品にも同じ文献の 

レコードがある場合にリンクボタン 

が表示されます。 

（３）General Search  
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Cited References 引用文献リスト 

 

 
Cited References には Full Record(詳細表示)にリンクしないレコードがあります。 

例） 

• 単行本や学位論文などのレコード  

• 印刷中（“in press"）でまだ発行されていないレコード  

• Web of Science の収録範囲外のジャーナルのレコード 

• 引用のバリエーション*で ISI のソース・レコードとリンクできないレコード (*

引用された時に著者名、引用年、 ボリューム番号、ページ番号のいずれか

が ISI のソース・レコードと合致しないもの)  

• レコードが契約されている範囲外の年代の場合 

Related Records をクリック

すると、当該論文と同じ文

献を引用している関連文献

を検索できます。 

Web of Science に存在す

るレコードの場合はハイ

パーリンクがつきます。ク

リックすると Full Record

（詳細表示）にリンクしま

す。 

（３）General Search 
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Related Records 関連文献リスト 
 

 

Related Records の 

総数が左下に示され

ています。最大 500

件まで結果を表示し

ます。 

Related Records 機能を 使うこ

とでキーワードでは検索できな

かった様なレコードを検索する

ことができます。 

Related Records 関連レコード

のリストは共通の引用文献の

数が多いものから順にリスト表

示されます。引用文献を共有し

ているという意味で関連のある

文献を、関連性の高い順に並

べます。 

（３）General Search  
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Times Cited 当該論文を引用している文献のリスト 

 
 

 

ここに表示された文献

のリストは、上記の論文

を引用しています。 

Times Cited で検索されたこれらの

レコード以外にも、引用のバリエー

ション*により、上記の文献を引用

している可能性があります。 

 

*引用のバリエーションは、著者が

文献を引用する際、ページ番号、

ボリューム番号、引用年、著者名

を ISI のソース・レコードと違うよう

に記入した場合に発生します。

Cited Reference Search を使うと、

引用のバリエーションがあるか確

認できます。 

（３）General Search 
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Combine Searches 集合の組み合わせ 
 

エルニーニョ現象（El Niño ）を検索する際（p12）、Francisco Chavez の論文については

既に確認済みで、検索結果から彼の文献を取り除きたいときなどに Combine Search

を使います。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

Combine Searches ボタンをクリックし

て Combine Searches 画面にします。  

General Search の AUTHOR フ

ィールドに 著者名 Chavez F* 

を入力し、Search をクリックし

ます。 

（４）Combine Searches  
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Combine Searches (続) 
 

 
 
 
 

 

ページがリロードされ、検索結果が

Search History に表示されます。 
 

ここをクリックすると検

索結果のサマリー画面

が表示されます。 

集合（セット）番号を利用し、集合を組み合わせ

ることができます、＃１と＃２を NOT で組み合

わせ、集合１の検索結果の集合から集合２の

集合を削除します。 

（４）Combine Searches 
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Combine Searches 検索履歴の表示 
 

 
 

 
 
 
• 複数の集合（セット）と関係のある集合を削除しようとした場合、以下のメッセージが

表示されます。（お互いに関係のあるセットを一つでも削除する場合、他のセットが影響を受けま

す。関係のあるセットをマークしましたので確認の上 Delete をクリックして下さい。） 

 
At least one of the sets you have selected to delete is referenced in a set 
combination. We have marked the affected set combinations for you. Please verify 
the checkmarks and click DELETE to remove the sets. 

 
• 集合（セット）を削除した場合でも、セット番号は変わりません。#21 を削除しても、そ

の次に作成される検索セットは#22 になります。なお削除されたセットは保存可能な

20 件には含まれません。 
 

集合（セット）は 20 セットまで保

存できます。21 セット目以降も

継続して検索することができま

すが 20 セットより前の集合は

保存されていません。 

Delete Sets をチェッ

クし集合（セット）を

削除することができ

ます。あるいは

Select All をクリック

し、集合を全て削除

すことができます。  

組み合わせ検索において集合（セット）が 100,000 件

より多い場合は、完全な検索結果を得ることができ

ません。完全な結果を得るためには、ひとつの集合

の中に複数の概念を組み合わせて検索結果が

100,000 件より少なくなるようにして下さい。 

（４）Combine Searches  
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Advanced Search コマンド検索 
Advanced Search 機能ではフィールド・タグ、または集合（セット）を利用し複雑な検索

式を作ることができます。 なお、フィールド・タグを利用した検索とセットを利用した検索

を一つの式で実行することはできません。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

画面上の Advanced Search 

ボタンをクリックします。 

検索可能な、フィールド・

タグと演算子が表示され

ています。 

（５）Advanced Searches 
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Cited Reference Searching 引用文献検索 
 
Cited Reference 検索では、「興味深い論文」が扱った研究テーマがその後のどのよう

に発展していったかを調べることができます。 あるいは、引用文献を共有する類似した

研究テーマの論文を調べることができます。 

また、Web of Science に収録されていないジャーナルや単行本、会議録などを引用し

ている文献や引用回数を調べることもできます。 
 

 
 

引用文献の書誌事項 
  

Cited Author 第一著者の姓 (15 文字まで)に続いてスペースをいれ、3文字まで

のイニシャル。 

 
  

Cited Work 20 文字以内に省略されたジャーナルのタイトル。検索画面に用意

されたリストは ISI Web of Science に収録されるジャーナルの省

略形のみ提供。収録対象外でも被引用数は検索できるので注

意。 

 
  

Cited Year 出版年。4桁で入力する。 
  

Volume ボリューム番号。4文字まで収録 (表示のみ). 
  

Page 開始ページ番号。5文字まで収録 (表示のみ) 

従来の文献検索 

1982  
引用文献 1957 

引用文献 

1992 
引用文献 1982 

引用文献

1992 
引用文献 

1957 
引用文献

1987  
類似した研究

テーマの論文

2002  
「興味深い論文」

を引用した論文

Cited reference 検索 

興味深い論文 興味深い論文 

1976  
類似した研究

テーマの論文

2002  
「興味深い論文」

を引用した論文

（６）Cited Reference Searching  



Web of Science 6.1 Seminar 25

ある論文がその後、どのような論文に引用されているか調べるときは Cited Reference 

Search を選びます。 General Search で検索した Full Record（詳細表示）中の Times 

Cited でリンクしている文献では調べることが出来なかった、引用のバリエーション*を

確認できます。 

 
*引用のバリエーションは、著者が文献を引用する際、ページ番号、ボリューム番号、引用年、著者名を

ISI のソース・レコードと違うように記入した場合に発生します。 

 

また、Cited Reference Search では以下の文献が何回、どの文献に引用されたかを検

索できます。 

1) ジャーナルで発表された文献 

2) 単行本や学位論文などジャーナル以外で発表された文献 

3) Web of Science のご契約期間より古い文献 

4) Web of Science の収録外のジャーナルの文献 

 

例えば、南極の氷床が閉じ込めていた 42 万年前の空気を調査した J.R. Petit の論文

を使い Cited Reference Search をしてみます。 
 
 

J.R. Petit, J. Jouzel, D. Raynaud, N.I. Barkov, J.M. 
Barnola, I. Basile, M. Bender, J. Chappellaz, M. 
Davis, G. Delaygue, M. Delmotte, V.M. Kotlyakov, M. 
Legrand, V.Y. Lipenkov, C. Lorius, L. Pepin, C. 
Ritz, E. Saltzman, M. Stievenard.   
"Climate and atmospheric history of the past 420,000 years 
from the Vostok ice core, Antarctica"  
Nature, 399 (6735): 429-436, Jun. 3, 1999. 

 
 
各項目を入力して LOOKUP ボタンをクリックすると、検索条件にあった引用文献のリスト

が表示されます。  
 

 

引用のバリエーションを考慮して、複

数の名前のつづりを入力するか、名

前の最後をトランケーションします。 
 

最後に Lookup ボタンを

クリックします。 

引用のバリエーションを考

慮してジャーナルまたは本

の省略形を入力します。 

（６）Cited Reference Searching 



Web of Science 6.1 Seminar 26

Lookup Page 候補文献の表示 

 

引用のバリエーションに

よって文献はさまざまな

形で引用されることに

注意して下さい。 

 
例えば、先の文献の場合 

*ページ番号が無い 

*ページ番号が違う 
（Vol. 399 p. 436 は論文の最

終ページ） 

 

言語や文献のタイプで限定す

ることができます。 

ISI のソース・レコード

（Full Record）を参照

するには、ハイパーリ

ンクをクリックします。 

これらの引用のバリ

エーションを検索す

るときは、必要なも

のをチェックした後、

Search ボタンをクリ

ックします。 

（６）Cited Reference Searching  
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 Summary 検索結果の表示 
こうして得られた Petit の論文を引用している論文は、同じような語彙を用いてはいな

いかもしれませんが、同じテーマについて論じたものです。従来の主題検索では専門

用語に左右され、こうした論文は見逃しがちです。 
 
 

 

（６）Cited Reference Searching 
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第二著者からの検索 
検索対象としている引用文献が ISI Web of Science 中に収録されているものである場

合は、第二著者であっても Cited Reference 検索が可能です。これは ISI Web of 
Science の大きな特徴です。 

 

例えば J.R. Petit, J. Jouzel, D. Raynaud, N.I. Barkov, J.M. Barnola, et al によって書か

れた論文は、cited author として jouzel j* or Raynaud d* or barkov n* or barnola j と入

力することによって LookUp による文献リストを確認することができます。ただし、すべ

てのバリエーションを検索するには、第一著者で Cited Reference Search をやり直すこ

とをお勧めします。 
 

 
 

 

第一著者で検索すると、収録対象

外のジャーナルも含めてすべての

引用文献が確認できます。第二著

者で検索された引用文献は、ISI 
Web of Science のなかに Full 

Record が存在するものに限られ

ます。従ってかならず Full Record

へのリンクがあります。 

(…) は引用されている著者名

が第一著者でなく、第二著者で

あることを示します。 

（６）Cited Reference Searching  
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 自己引用を除く検索 
 
検索結果から自己引用を除くためには、最初に Cited Reference Search を選択して

Cited Author 検索を行い、その後 General Search で著者名検索を行います。それか

ら Combine Searches を選択し NOT を利用して検索します。 

 

(cited reference search での検索結果) NOT (General Search での検索結果) 
 

 
 

（６）Cited Reference Searching 
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Cited Reference Searching 引用のバリエーション 
 

Cited Work ：ジャーナル名のバリエーションの例 
 

 
 

 
 
 
 
 

Cited Work は 20 文字に

省略されています。ジャ

ーナル名には多様な表

記が予想されますので＊

をつけて検索するか、List

で確認してください。 

ジャーナル名については、

ISI の List に表示されてい

る省略形の他に、引用の

際に頭文字化されたジャー

ナル名が存在する場合も

あるので注意して下さい。 

（６）Cited Reference Searching  



Web of Science 6.1 Seminar 31

Cited Author のバリエーションの例 

 
 

ISI が索引化した年代に

よっては、著者名の入れ

方が異なる場合がありま

す。Author が Arias-

Gonzalez JE の場合、下

記のようなバリエーション

があります。 

 

Arias Gonzalez JE 

ARIASGONZALES JE

Arias-Gonzalez JE が第二

著者として検索されました。 

（６）Cited Reference Searching 
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 検索結果のマークと出力方法 
 

検索結果を出力する場合は、必ず Marked List 機能を使います。 

 

Results Summary 画面で個々のレコードの左横にあるチェックボックスを使いマークし、

Submit Marks ボタンをクリックします。ページ毎にマークするには、Mark Page ボタンを

クリックして、Submit Marks をクリックします。検索結果が 500 件以下であれば、Mark 

All ボタンをクリックして検索結果全てをマークすることもできます。  

 
 

あるいは、Full Record(詳細表示)の左上にあるチェックボックスをクリックしてもマーク

できます。 
 

 

マークした後、Marked List 

ボタンが表示されます。

Marked List ボタンをクリッ

クし、マークしたレコードを

表示します。 

 

（７）検索結果のマークと出力方法
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検索結果のマークと出力方法（続） 

View Marked Records 画面で、マークしたレコードを印刷用にフォーマットできます。あ

るいは、タグつきフォーマットで保存することもできます。さらに、文献管理ソフト

（EndNote, ProCite ,Reference Manager）にレコードを直接エクスポートすることもできま

す。 
 

 

Sort ボタンで出力順を並び替えるこ

とができます。 

出力方法により、印刷

等しないレコードがあっ

たら、チェックを外しま

す。チェックを外しても

Marked List からはレコ

ードは外れません。 

どのフィールドを出力するかチ

ェックボックスをクリックします。

デフォルトでは Author, Title, 

Source が選択されています。 

（７）検索結果のマークと出力方法
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検索結果の E-mail 送信 

 
 
 
 

1. レコードを送信したい e-mail アドレスを入力します。オプションとして返信用の 

e-mail アドレスとコメントを入力することもできます。 

 

2. 出力フォーマットとして Plain Text もしくは HTML を選択し、E-mail ボタンをクリック

します。 
 

検索結果の印刷 
 

 
 
1. フィールド名を表示する Field Tagged 、もしくは著者,タイトル,ジャーナルをフィール

ド無しで表示する Bibliographic を選択します。 
 
2. Format for Print ボタンをクリックし、Print ボタンを クリックします。 

（７）検索結果のマークと出力方法
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検索結果のファイルでの保存 

 
View Marked Records 画面で、Save to File を使うと、ISI タグつきフォーマットでレコー

ドを保存することができます。ファイル/保存のダイアログボックスが表示されたらパス

とファイル名を入力してください。Marked List にある各レコードが、項目を表す 2 文字

を伴った形式でファイルに保存されます。タグ付きフォーマットの場合は、文献管理ソフ

トやワープロソフトに読み込むことが可能です。 
 

 
 

 

文献管理ソフトへのエクスポート 
 

文献管理ソフトである Endnote、ProCite® や Reference Manager®に直接エクスポート

する方法です。お手元のパソコンに Endnote、ProCite® や Reference Manager®がイ

ンストールされていることが前提となります。Export to Reference Software をクリック

するとこれらのソフトが起動し、データを取り込むことができます。各文献管理ソフト（ISI 

Research Soft 及びその製品に関する詳細）については、下記を参照して下さい。 
 

ISI ResearchSoft 

ISI ResearchSoft とその製品については、下記 URL を参照下さい。 

ISI ResearchSoft   http://www.isiresearchsoft.com/   

Reference Manager    http://www.refman.com/  

EndNote    http://www.endnote.com/  

ProCite   http://www.procite.com/ 

これは ISI タグつきフォー

マットを Microsoft Word®

で開いたサンプルです。 

（７）検索結果のマークと出力方法
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検索式の保存：ISI Web of Knowledge Version 2 新機能 
 
e-mail アドレスを登録することで個人用 ISI Web of Knowledge ホームページに検索式

を保存することができるようになりました。 
 

検索式をサーバに保存 

                    

 
 

 
 
 

ISI W
eb of K

now
ledge

H
om

e Page 

まず登録 

Registration 

サインイン 

Sign In  

保存 

Save 
サインイン 

Sign In  

検索 

Search 

検索 

Search 

サインイン 

Sign In  

サインインをせずに検索した場合、検索式を保存しようとすると、

サインインが必要になります。 

（８）検索式の保存と実行 
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ISI Web of Knowledge の登録 
 
 
 

ISI Web of Knowledge の機能をフルに使っていただく為には登録作業が必要です。メール

アドレスとパスワードを用意していただき個人用 ISI Web of Knowledge を登録します。 
 

 
 

 

ISI Web of 
Knowledge ホ
ームページで

登録作業を始

めます。 

Register をクリックして個人設定をします。一度、登録される

と下記の機能が使えるようになります。  
 

• ISI Web of Knowledge への自動サインアップ 

• スタートページの設定 

• ISI Web of Knowledge に検索式を保存 

 

（８）検索式の保存と実行
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You will receive a confirmation screen indicating that your registration was successful. 
 
 

 
 

 
 

 
 

Email アドレスとパス

ワードを入力します。 

ISI Web of Knowledge の

自分の設定画面まで自

動サインインすることもで

きます。 
 
公共のパソコンであれば

自動サインインしないよう

に設定して下さい。 
登録情報を入力したら

Submit Registration 

をクリックします。 

Continue をクリックす

ると、個人用の ISI 
Web of Knowledge に
なります。 

サインインすると  がつき、 ISI Web of 
Knowledge ホームページにサインインしている

ことを表示します。スタートページを変更する場

合は、My Preferences をクリックします。 

（８）検索式の保存と実行 
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検索式の保存 
 
作成した検索式をサーバに保存もしくはローカルのパソコンに保存することができます。

サーバ側に検索式を保存すると、後で検索式を実行するのが簡単になります。検索式

の保存は、General Search と Cited Reference Search の両方で使えます。 
 

サーバに保存 
検索式をサーバに保存する方法: 

1. ISI Web of Knowledge 画面で e-mail アドレスとパスワードを入力しサインインしま

す。 注）サインインしていない場合、検索式を保存する際にサインインして下さいと

いうメッセージがでます。 

2. 検索式を実行します。  

3. Combine Searches ボタンもしくは、Advanced Search ボタンをクリックします。 

4. Save History ボタンをクリックします。 
 
 

 

Save History ボタンを

クリック し、検索式の

保存の設定をします。

（８）検索式の保存と実行
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5. History Name に検索式の名前を、Description に説明（任意）を入力して最後に 

Save をクリックします。  
 

 
 
 
 

6. Server Save Confirmation の画面が表示されたら Done をクリックします。  
 

 

検索式の名前を入れます。

最後に Save をクリック

し設定を保存します。 

Done をクリック

すると検索画面

に戻ります。 

（８）検索式の保存と実行 
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ローカルのパソコンに検索式を保存  
 
ローカルのパソコンに検索式を保存できます。サーバに検索式を保存するステップの 2 

から 4 までを行い Save Search History 画面の左下にある Local Save の中の Save を

クリックして検索式を保存します。 検索式の名前を History Name に入力して下さい。 

 

 
 
Save をクリックするとローカルのパソコンもしくはネットワーク・ドライブに検索式がダウ

ンロードされます。ファイルのダウンロードの画面で保存をクリックしてファイル名を入

力します。拡張子は .wos となります。 

 

ローカルに検索式を保存する場合には、ISI Web of Knowledge にサインインする必要

はありません。 
 
 

Save をクリックするとローカルのパ

ソコン、ディスケット、ネットワーク・ド

ライブに検索式が保存されます。 

（８）検索式の保存と実行
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保存した検索式の実行 
 
保存した検索式は以下の 4箇所から実行が可能です。  

 

• Full Search/Date & Database Limits 画面の Open History ボタン 

• Combine Searches 画面の Open History ボタン  

• Advanced Search 画面の Open History ボタン 

• ISI Web of Knowledge ホームページ の Open/Manage Saved Searches リンク 
(サーバに保存した検索式を実行するには ISI Web of Knowledge にサインインする必要があります。) 

 
注） 保存した検索式を実行した場合、現在のセッションで作成した検索セットは全て入

れ替わってしまいます。 
 

ISI Web of Knowledge ホームページから検索式を実行する方法 

1. e-mail とパスワードを入力し ISI Web of Knowledge にサインインします。  

2. 画面右に表示される My Saved Searches をクリックして実行したい検索式の名前を

クリックします。 

 

 
 

検索式の名

前をクリック

します。 

（８）検索式の保存と実行 
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3. クリックした検索式が View History の画面に表示されます。 次に Run をクリックする

と検索式が実行されます。 

 
 
4.Select Database Sections & Limits 画面が表示されますので、検索対象期間を選び
Continue をクリックします。 

 

 

Continue をクリックすると検

索式が実行されます。 

（８）検索式の保存と実行
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5. Combine Searches 画面に実行した検索式の検索セットが表示されます。Results

の数字をクリックすると、検索結果が表示されます。 

 
 

数字をクリックす

ると、検索結果が

表示されます。 

（８）検索式の保存と実行 
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 Web of Science を検索中に過去に保存した検索式を実行する方法 

1. Combine Searches 画面、Advanced Search 画面、Date & Database Limits  

画面の中にある、Open History ボタンをクリックします。 

2. Open / Manage Saved Searches 画面が表示されます。(この時点でWeb of 

Knowledge にサインインしていない場合、サインインが必要になります。) 

3. 実行したい検索式の Open/Run History の列にある Open をクリックします。 

 

 
 
 

4. 検索セットが表示されたら Run をクリックします。 

 

（８）検索式の保存と実行
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ローカルのパソコンに保存した検索式を実行する方法 

1. Combine Searches 画面, Advanced Search 画面, Date & Database Limits 画面

の Open History ボタンをクリックすると Open / Manage Saved Searches 画面

が表示されます。 

2. 参照ボタンをクリックしてローカルに保存した検索式を選びます。 

 

 
 

3. 実行したい検索式が見つかりましたら Open をクリックします。 

 

 
 

4. 検索セットが表示されたら Run をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参照ボタンをクリックしてローカル

に保存した検索式を選びます。 

実行したい検索を選んだら Open 

をクリックし検索を実行します。 

（８）検索式の保存と実行 
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Appendix A̶検索項目と入力例 

 

検索項目:  Topic（主題/トピック）     
 

論文のタイトル、抄録、またはキーワードを対象とした単語やフレーズで検索します。 
  

Rule Example 

検索するフレーズはそのまま入力。引用符は

不用。隣り合っている語はそのままの語順で

検索。  

reduc* sodium と入力すると reduced sodium, 
reducing sodium, などを検索します。 

  

近接演算子の SAME を使用して複数の検索

語が順不問ながら同一文内にあるものを指

定。 

reduc* SAME sodium と入力すると reduced 
sodium, reducing sodium, sodium intake of 
experimental group was reduced,などを検索し

ます。 
  

広く検索するために同義語 (自然語、頭字

語、専門用語など)を演算子 OR でつなげて検

索するとよい。 

 

heart* OR coronar* OR cardio* OR cardia* 

と入力すると heart, hearts, heartbeat, 
coronary, cardiovascular, cardiotonic, 
cardiopulmonary, cardiac, などを検索します。 

  

語尾変化を無制限に検索するにはトランケー

ション（？や＊）を付ける。（？は 1 文字、＊は

無制限） 

angioplast* と入力すると angioplasty, 
angioplasties, angioplastic,などを検索します。

  

中間任意一致の検索にはトランケーション（？

や＊）を使用する。 

wom?n と入力すると woman や women を検

索します。 labo*r と入力すると labor や labour
を検索します。 

  

符号を含む語の検索にはスペースを入れる。 2 4 dinitrotoluene と入力すると 2,4-
dinitrotoluene を検索します。 

  

所有格‘s がつくフレーズの検索にはトランケ

ーションと SAME を使用。 

kaposi* SAME sarcom* と入力すると Kaposi 
sarcoma, Kaposis-sarcoma, Kaposis sarcoma, 
Kaposi's sarcoma を検索します。 

  

ハイフン付きの語句には、一語または分割さ

れた表記が想定されるため、両方を検索す

る。 

x ray* OR xray* と入力すると X-ray, X-rays, 
Xray, Xrays, X-rayed, などを検索します。 

  

ある人物について検索したいときは 順不問の

SAME 演算子を使用。 

 

churchill same (winston OR w) と入力すると

Winston Churchill; Churchill,Winston; 
Churchill, W., などを検索します。 

  

英語以外の言語で翻訳がないタイトルは翻訳

される。 

The continuous quality improvement process in mental health 

services management 

Massa JLP 

Actas Luso-Espanolas De Neurologia Psiquiatria Y Ciencias 

Afines 

24: (1) 49-57 JAN-FEB 1996 
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作品名・著作物などはタイトルにある言語は

そのまま使用される。 

 

The Barbizon School - L'auberge Ganne' 

Laverroux N 

Oeil-Magazine International D Art 

(477) S2-S2 DEC 1995 

  

副題は＋印または括弧で表示される (Arts & 

Humanities Citation Index のみ)。 

Speech After Long Silence + The Poetry Of Haines,John 

Berry W 

Sewanee Review 

104: (1) 108-110 WIN 1996 

Field:  Source Author 著者名 
 

著者名または編集者名を、姓、スペース、名のイニシャルで入力して検索します。（入力例： 

Cahoon d*）イニシャルは 5 文字まで検索できますが、出版社によって様々な表記方法がある

ため、最初のイニシャル 1 文字の後にトランケーション（* または？）を付けて検索することをお

勧めします。   
  

Rule Example 

符号またはスペースを伴うと想定される名前

にはを OR で結んで入力する。 

oneill OR o neill と入力すると O'Neill を検索し

ます。 

delarosa or de la rosa と入力すると de la 

Rosa の論文を検索します。. 
  

姓と名の区別がつきにくい名前の場合には、

バリエーションを考慮して入力する。 

yen sw or shi wy と入力すると Shi-Wa Yen の

論文を検索します。 
 

称号などは省かれる。 元の記述 

Lord Duvall Edwards 

W. Brumfitt, Jr. 

ISI Database の記述 

Edwards d 

Brumfitt w 
 

Field:  Source Title（ジャーナル名） 
 

ジャーナル名はフルタイトルまたは一部分にトランケーションをつけて検索します。収載されて

いるジャーナルのフルタイトルは検索画面で確認することができます。  
  

Rule Example 

複数のジャーナルはトランケーション(*また

は?)や OR などの演算子を用途に合わせて組

み合わせる。 

science or nature と入力すると どちらか一方

あるいは両方とも検索します。 

 

nature*と 入力すると Nature, Nature & 
Resources, Nature Biotechnology, Nature 
Genetics などに掲載された論文を検索しま

す。 
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Field:  Address（アドレス） 
ISI では全共著者の所属機関・住所を収載しています。著者の所属機関名と地名 から検索が

できます。   
 

• 所属機関名は省略形で入力します。 

• アドレスの省略形は検索画面からリストすることができます。 

• University などの一般的な名称やその省略形である Univ などの語だけで検索することは

できません。 ただし、ペンシルベニア大学を表わす UNIV PENN のように機関を特定する

語、名称などを組み合わせて検索して下さい。 

 

• 著者名検索などで所属機関や地名などを他の検索項目と組み合わせて、更に効率的な検

索が行えます。著者名が Smith や Jones などの一般的な名前である場合には特に有効で

す（日本を含むアジア国籍の著者名は一般的な名前が多く、特に所属機関名を組み合せ

た検索は重要となります）。 
  

Rule Example 

トランケーション（*）を使用。 univ penn*と入力すると univ penn, すなわち

University of Pennsylvania の省略形を検索し

ます。 
  

同じアドレス内、○○大学の～学部などの検

索をする場合は SAME で検索する。 

univ penn* SAME anthro*と 入力すると

University of Pennsylvania の Department of 

Anthropology に所属する人の論文を検索

します。 
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Field:   Cited Author 
 

ISI では引用情報にある第一著者の姓と 3 文字までのイニシャルを収載しています。検索は

Source Author 検索項目をご参照ください。 
  

• 名前が 15 文字を越える場合にはトランケーションをつける。 姓の後ろにはスペース、名の

イニシャルとトランケーションをつける。 
  

Field:  Cited Work 
 

ISI では 20 文字までを被引用出版物名として収載しています。 

ジャーナルの場合、タイトル省略形のバリエーションを考慮して検索します。 

書籍類の場合、タイトル内の特徴的な語句で検索します。スペルにバリエーションを持たせる

ため、トランケーションを使用します。被引用出版物のタイトルは英語以外の言語である場合も

あり、語尾の変化を考慮し、書籍タイトルの最後の語には必ずトランケーションを付けることを

お勧めします。 

特許の場合は特許番号を入力します。国コードは入力しないで下さい。 
  

Rule Example 

ワイルドカード、トランケーション、OR 演算子

それぞれを使うか、組み合わせて検索。 

j am chem soc* or j amer chem soc* or jacs* 

と入力すると Journal of the American 

Chemical Society を検索します。 
  

Field:  Cited Year 
 

4 桁で検索対象となる被引用論文の出版された年を指定します。OR などの演算子で複数の

年を検索することもできます。特許の場合は発行日を入力します。 
 

引用される場合に様々な形で表記されることを想定して、出版年は前後年をいくつか検索する

ことをお勧めします。 
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Appendix B 

 特定の著者の発表記事の全引用を検索する  
 

ある著者を対象として、ISI® の Web of Science 内に収録している全引用を検索するに

は次に挙げるステップにしたがってください。 

 

1. 対象となる著者の発表記事(論文、単行本、学会誌、など)の書誌情報を広範囲に

入手します。  

2. 各記事の第一著者名を同定します。 

3. 対象の著者名でまず Cited Reference Search をします。 

 

検索例 ：Braham HWの論文の引用している論文を徹底的に調査する。 
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4. Lookup のリストから該当論文を選択し、検索をします。 
 

 
 

 

全ての引用が Braham

が第一著者ではない

ことに注目。Braham

が第一著者でない論

文については論文の

第一著者を特定して

Cited Reference 

Search をする必要が

あります。 
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5. 検索されたレコードを Mark して、Marked List へ追加します。 
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6.  次に Braham HWが第二著者である文献の 第一著者を調べて（Look Up 画面でリ

ンクしている Full Record を見ればよい）Cited Author として検索します。Look Up 画面

で該当論文を選択し、検索します。 
 

Marquette W, Braham H. Gray Whale Distribution and Catch by 
Alaskan Eskimos - A Replacement for the Bowhead Whale.  
Arctic 35: (3) 386-394, 1982. 
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7.   検索結果を Mark し、Marked List へ追加します。他の第一著者としてリストされて

いる共著者それぞれを対象として 4、5 のステップを繰り返します。 
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7. 全第一著者を検索した後、検索結果をすべて OR論理演算子で検索します。 

8. 自己引用を除く場合は General Search で著者名検索を行います。その後 Combine 

Searches で、NOT 論理演算子を使って検索します。 
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Appendix C 

特定大学の研究者による論文の検索 
 

○○大学の著者の方がご自分の論文について、検索をされる場合についていくつか

の事例を追ってみます。 

 

1.  主にジャーナルで発表した論文について、それらがどのように引用されたか知りた

い。検索結果は最も良く引用されている文献からみたい。 

 

日本人の著者名の場合、“姓名＋名前のイニシャル“では同定しにくい場合があり

ます。Author フィールドと Address フィールドを併せて利用することをお勧めします。 

 

１） Full Search を選び General Search で Author フィールドに著者名を 

入力します。 

Ex:  Naka T* 

２） 次に Address のフィールドに○○大学の英名略形で入力します。学部名が明

白であれば、例えば大阪大学医学部であることを指定するためには、Osaka 

Univ SAME Med のように入力します。 

３） Search ボタンをクリックして検索を実行します。 

４） General Search Results--Summary 画面上部右の Sort Option で Times 

Cited を指定します。こうすると検索結果表示を最多被引用文献から順に表

示します。 

５） 検索結果をまとめて印刷したい場合は Mark All/ Mark Page ボタンをクリック

します。全件まとめて印刷・保存できます。 

 

2.  かなり古い論文、１．では出なかった論文、あるいはジャーナル論文ではないもの

についてどのように引用されているか、調べたい 

 

Cited Reference 検索をお勧めします。Cited Author フィールドに著者の名前を入

力します。Lookup 機能によりリストアップされた論文から条件をみたす論文を選ん

で、Search ボタンをクリックします。発表ジャーナル名、発表年などがわかっている

場合は、その条件を入力してください。ただし Cited Work はジャーナルの最初の 3

文字以上＋＊（トランケーション記号）等あいまい性を残して検索した方が漏れを

避けられます。 

 

3.  １）で検索された論文のうち、第一著者でない論文については、さらに詳しく Cited 

Reference 検索を行う。 
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Appendix D 

 
 

Flowchart of Results Pages 
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Appendix E 

 
 

ISI データベースの作成過程について:   
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
ISI 

Database

ジャーナル/本  

の受け入れ 

スキャニングと OCR 入力データの指定と

データ取り込み 

索引化 / タイトルの翻訳 (Arts & Humanities の幾つ

かの非英語ジャーナル) 

ジャーナルの受け入れからデータ提供まで 1-2 週間 

ISI 製品へ 
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お問合せ先 
 
 
Addresses 
 

Technical Help Desks
 

Customer Education
 

Thomson ISI 日本事務所 

トムソンコーポレーション株式会社 

東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 

パレスサイドビル 5 階 
 

Phone: 03-5218-6530 
Fax: 03-5218-6536 
Email: jphelp@isinet.com 

Phone: 03-5218-6530 
Fax: 03-5218-6536 
Email: jphelp@isinet.com 
 

 
 

Thomson ISI 日本語ホームページをご覧ください。 

http://www.isinet.com/japan 

 

各種製品情報、関連ニュース、トレーニングテキストのダウンロードなどが

できます。 

 

英語公式サイトはこちらです。http://www.isinet.com 

 


